
➢コスト圧縮効果を効果的に実現

2-3データ及びネットワーク等のセキュリティモデルの

構築とその実証 （３２百万円）

1自治体による事業者の選択権を実質的に確保するた

めのデータ構造の標準モデルの構築とその実証（８２
百万円）

2-1住民本位のシングル・サインオンサービスを実現

するための自治体・事業者間の共通ルールの設定
（電力等、民間の公共サービスも含む）（２１５百万円）

施 策 効 果

➢クラウド導入に係る自治体・住民の
不安の解消

➢住民サービスの向上を効果的に確保

2-2システムの重複をなくすためのアプリケーションモデ

ル構築とその実証 （１２６百万円）

共通経費等 （５４６百万円）
ネットワーク構築費（１１６百万円）、機材借料、アプリケーション利用料（３３９百万円）、基本方針検討会開催（４２百万円）、管理費等（４９百万円）

（各アプリケーション内の共通機能の抽出と相互活用のための技術的
課題の検証）

（クラウド事業者変更の際にデータ移行を可能とする構造を構築し検証）

（ネットワーク毎のセキュリティ強度、障害時のバックアップ回線など
ネットワークの信頼性について検証）

（認証機能のシステム間連携等に係る課題を検証）

検証に必要な人件費（４５５百万円）

平成２３年度予算要求の概要

平成２３年度予算要求において、「地方自治体へのクラウド導入の全国的展開に必要な連携基盤
等に係る実証実験」として、１，００１百万円を要求中。

➢コスト圧縮効果を効果的に実現
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